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共同研究機関

農林水産分野における気候変動対応のための研究開発

「気候変動及び極端現象の影響評価」

研究成果概要図

研究開発責任者
連絡先



成果の活用

研究成果１

• 気候変動適応法に基づく、わが国および地方自治体による気候変動

適応計画の策定（改定）および推進

• 気候変動への適応技術の開発研究

ウンシュウミカンの浮皮多発年の出現頻度の将

来変化

10年当たりの出現年数を示す。対象は静岡県、

品種「青島」。MIROC5、RCP4.5の場合。

今世紀半ば（2041‐2060年）の平均玄米収量の予

測

1981‐2000年の平均玄米収量を100とする相対値

を示す。現在の移植日・品種で固定。気候モデル

MIROC5、排出シナリオRCP4.5の場合。

コメ生産に対するCO2濃度増加と気

温上昇の相互作用

現在に比べて+200ppmのCO2濃度

増加がイネの収量や収量構成要素

に及ぼす影響は、温度条件によって

異なる。

気温の上昇やCO2濃度の増加が土地利用型作物（イネ、コムギ、ダイズ）や果樹・野菜に及ぼす

影響、および高温障害の発生条件・発生機構を実験的に解明。高CO2濃度条件に適したイネの

遺伝的形質などの、適応技術の開発での活用が期待できる新たな知見も得た。

最新の複数の気候シナリオを用いて、気候変化がわが国の作物生産や森林水収支に及ぼす

影響を評価。コメの収量・品質低下リスク、果樹・野菜の高温障害の発生頻度、主要露地野菜

の収穫面積、牧草の播種晩限やトウモロコシの二期作適地、森林からの水資源供給量につい

て、今世紀半ば・今世紀末の分布を示す高解像度マップを作成。

研究成果２
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